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¥3伊密委第I/.号

llB和ぷ 3星学8月ゐ2o a: 

厳

宇宙宇宙織委設奈良会委員長織局直総

第31副および第＃畠字磁機発議員会
む嗣織について

繰言己主委員会役下起によタ総督義しますので、ど出席下さい。

記

I a 持 祭事 3凶臨和I/.3若手8'月占23 E C金｝

午前JO：。。～午後手：号。

第I/.器総和I/.3年8.Fl.2¥8 （土）

午前 JO:OO～午後0:30

虎ノ門第一ピル二綾会議議、.2 場所

3、議題 （／） ，賠和ぷμ匁度各省庁宇宙関発鋳係予算概算

婆求案6ヒアリング～

鵠その他

｛注｝ ヒアリングは、議0綴予定浪花従って行攻治まちr。帰

3 、

、

M_AKIYAMA
タイプライターテキスト

M_AKIYAMA
タイプライターテキスト

M_AKIYAMA
タイプライターテキスト
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昭和併＃年度各省庁宇宙関係予算概算要求（案）
ヒアリング予定表

ぜ〆

2.3日（金）
＼ 

I 0 : 0 0ー10:_so 選輸省 .C so＇~） 
／ 

．・’
． ,. 

＼ 電子航法研、気象庁、海上保安庁

I _O : S・ 0 -:-・ I I : IJ. 0 ．通量省 cs O分｝

．篭誌、俄械試、大工試

/'I : JI. 0ー／ぷ： 00 建設省 { ,2 0分），
.. 

風土地瑳院

I 3 : O __ 0ー／＃、： ,2,0 文治省 { / l静岡,2,0分）

宇宙抗空研

／＃：。20ー ／S:'l-O 郵肢省 （／時摘。20分）

電波研

2 'I-日（土）＼

10:0 0ーノ ,2: 3 0 科学技術庁 c. j時間JO分）

内局｛.2s分）本部（／時陶r≪3s分）

航技研 (_ .3 0分：）
、、，

、．
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第 3図宇宙瑚発委員会臨時会議議事次第

λ 第／回宇宙闘発委員会定例会論議事要旨の確認

よ 昭和1/-fl.年度各省庁宇宙崩発倒係経費のヒアリング

3. その他

資料

、ぐ姿3ーィ／ 脳和＃＃年度各省庁字詰閥均倒係予算総議

！委3;__ _,_ h和'I-'I-年度字面倒発協係総費の蹴算襲求（築）

選鞠 省

姿 .3-.3 陥和＃’併年度字箇開発陶僚経蓄をの働算要求｛築）

通尚産業省

姿3-'I- 陥柑併 'I-企l=-1!!:宇宙側発胸像滋賀ω悦算姿来｛梁）

建設省

姿3-S －脳相＃＃年度字箇制発尉係溢貨の批算袋求（気）

文部省ー

委.3.;__ ~ 臨和＃＃年度宇宙闘発劇係経費の減算襲求（案｝

郵、政省

委.3-7 第／回宇宙尉発委員会定例会議蔵事要旨
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昭和44年度各省庁宇宙開発関／斎予算回忌

総　　　 穎

斜営技衛方

文部省（東京大学）

逼商産業省

運　輸　省

郵　 ・政　省

．
．
駒
．
磯

⑫

　　（単位」一キ『円）

ノ乙33乙4ク7

／高32zg83

．篇多誹1

3．ク∠．23／（野

　ノ22000

　よ∠6∂δ》

2，9＆ミ6／2

　ク女2986

（／）

　　　委3－1

日召和4ろ狂8月20日

．肩三枝衡庁研究調整局
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その他の学宙撲B系予：算（参考資料．）

総　　　　　穎

文　　部　　省

疑　　」諭　　省

建． D隷　 省

　　　　　　｛単伽十円）

　2．ノ／女ノ63

　　ゐ∂92807

’　ノゑ282．

　　　4／、069　’
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鐙翰省では

○気獄循星三幅することによ臥海洋．幽漠等の複測の少ない弛域を合む全世界の気象液況を把握し、もって天三三称なら乙天に予

　　報の向上ヒ賀するためρ研究乞気象研究所で進めておD・、ずた気三方におけろ兼務として疲児島漂穴の痛勿よび治手県磁里に行

　　t頻気象ロケ外簿0、気三塁からの雲写真の躯糀楠う．　．　　　　　　　　　　、

○馳の賭弓湊七瀬1畔っ之・入工衡星を繍し厩恥ズテム確勲嫉准爪国麟1ヒ縞ま9っっ捌・この働

　　の三七用電薇置1地臓畳紘鰍・卿靴髄の蜘欝の醗研覆匹田航法研鬼構で進’隔・・．・

○聾1二おけう賜航法技伽縫に伴っでよリ正櫨なかっ瞬葡ヒ統一きれた測地系に墓づ《海図の難が高まって、・るおり

　　肪・ペェ衛黙利回た蹴枝伽肉兆撫三星殿業務縮」腺三方フ憾部で垢なう・
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工肥知4千．年良尋三三三三直ぐ審議用三斜）

　バ昭和4雑破　專蛍三三肉原経萱（単位4一円）

ら

騨一　幽　騨■瑠噛・・

頂　　　　　　　　　目 ・担・当識肉 お年茂号算 44年度要求一 描　　　考　　　　　　　甲・　　　　■

一L

L気象業諮へ導入のための研宛 気荻研究、跡 （ヌ228） （／4、詳の

u）入エ爾生による放射梶測に飼すう’研宛 922ヂ
／4ノぷ6　ノ

2名魑員

：2．衛星魏法シズテム・の肉理研i鬼 爵航繍麟 （7屑3） （3ク3タ4〕 3．名蟷員

の・航行衡星懸緒用縁各装置の研究（そが） 7ククナ ノム‘9〃

（2）　…　　　　　　　　　（その2）・ ●

〃 ／久ノ5一〃

（3）鋳星坑法用網用着想巌。研究
〃 タぷノ〃

ゆ衡星航法粁男i湘鼻翼萱 88 z／4

ヲ、測地業務：へ導入のための施殼愛備 ．水・路　部 　　　　」i3∠428〕 （．238）

ωノ視ま原7K略繰粗塩φ整備 ∂ 238
！

②仁浜アK砥観測前の整蒲 タ／4又2
〃

計
．48、ぷノ9 5ノ∠82 4餓3三二／以甥

～2：～



●

旨　親旧説明漁試《鑑貰内訣（単＝怠〔4円）

L気象業瀞へ導入のための厨究（気象研三跡）

））入工衡劉（よろ放射観測に肉コ5祈鬼（Z名着資〕

　　嫌耀に凹型放射翻翫ンター墓醗し、そ襯測樋じ地球漁系嚥収支および焔魔鹸勤解明闘射

　　ることを目葡と，し．・試作し廊赤外センサーを繋留気球に戴せ＝地上数雪水：の高さかろ地表面温度を測1是プ§とともに一章足した塘報

　　のデレメ　ーターシズテムの確立のた：め．先報の伝；違とヌ鯉理．の於前を・行なう。

43鼻蕨吾算、 ヌ2．ユ8 　　4侮度要玄

醐　　試鹸研撒貰

　　方用愚心資

　　泊温温費

　　逓減点滴費

　　雑誌貸㌃

ぐ3名四員）

／4、∂ぷ4

　／0、ナ

　／〃〃　　祇収用衣嚢放射搬叢畳〃〃

／ゑ甥

　　タ”

　2∠4

2・鯉物乳デムの鹸研究罐回航齢労）　　．．．，’　1　，
　U）航狩衛星騰購野装置の研究（そめD

　　　入エ鞭』婦継り硫で．特に早創こ造め秘鄭碗のは人工雛略野暮航行鯉固勘分域碕P測賜ラ

　　ンスJk。ンダー乞中心と一ず弓試イ移研下弓狩なう。

　　　　　　一43・無良予算　　　　　ヌクク♂　　　　　　　44三三要求：　　　　　　　　〃1♂3〃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内叡　航行衝星塔隷用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トラ：ンヌ：ホDンダー付加装置　　　　　クク〃〃

　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　．　　　　ハ。ターン八％しフ、繕懸　　　　　／〃〃〃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ナンフ。り）ク物コヌコーア　　　　　　　／（夕3〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～3一



■

（2）穂行綾F皐塔三三電．」子悲ζ置．の棚「究　（そめユ）

　　そめので進めう祈究の詳細な試験之するには、特殊な計測巻水必婁であり、光め計測恩の試イ裕また地1＝装置の一部蜘なるの

　で、厩究実施上特に董要である。

　　　　　　　43罪度吾輿　　　　　〃0　44犀茂要菜　　　　　　ノク君一〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丙魚心行衛里騒用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電子朝臣ii試験装置　　　／4、働〃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ。ルス譲り車測建暴　　　2、6：」6〃　　　　　　　　　　　　　，

（ヲ）三星航法用索棉看蟻置の厨宛

・入〕躍ヒよ継に鋤漸継の軒継齢よぴ騨に湿す灘撫空Ψ御その糠上罐欄があ
づめで、特に卑期ヒ研晃に着手す3ことガ．．肉兆スケジュール上必要不可欠であう・

　　　　　　　43犀哀予糞　　　　〃　　　44年度要求　　　　　　タ・め〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丙叙弟］用着用空中線　　　　ス5・〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－利賭三三　　ヌ“〃

停）’諮ｯ航法狩別調登諏萱

　　内楠謹膓1（扮うけッ｝および影回驚動描上幟査およびvc・館救は謝魏鞭嫉験

　　　　　　　43狂霞予算　　　ノ8　　4娼疲要求　　　　　　　2／4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：内』訳ヒ疲ケット．笈び入コ〔穫「星

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二丁ち上」ず調査三　　　　　　　　　　ノ4タ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VCO「農イ害教によう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衛星毘波受信実鹸　　　　　ノま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ女～



3　測地業務へ導入のための施設整楠（海上保安方7K路部）・

tρ小妊嗣鱗撫噺の鋪
　　昭知姓穽友に尋匙れているスエ衛皇｝＝よう測既天来観購のポ蘇務の遂行1こ必要な観測瀧父岳に該畳力ための萄縫

　　乞実施一ず5。

　　　　　　　　43犀皮そ算　　　　〃　　　4嫁良要求　　　　2ヲ2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内訳　「謡査救領　　　　　2抄

に）含茨水路観測前の…整備

　　醜にヲ旧きご入工三星ヒよ麹］惣物也の業務遂打に嫉姉含膿備弱・

43臓吾算 3z　422 442年度要求 〃

亀蓼

～5一



正　　そ：の他の三熱苗蘭．係∫予箕．（参考資料）

　　　珂、昭和44葺良穿宙粛係モ経萱（単位　千円）

、

頂　　　　　　　　　目 一担・当微萬 43葺良．尋算 4倣三三鐸ま 楠　　　考

「・気象ロケット観測業縞． 〔9£683） 〔！ク2、23ク〕

ω気象ロケット観測叢務．　　　　　　　　　一

気象　汀 タク，49／ ／忌ムタ4グ ノ9名増員

の気象衛星賛料の刺醐鴇 ク ∠ク∠／
’2，／3∠ 標津そ算　　　’

β）・如ト観測てよる超高獄気の研易ポ 気象研究酢 ’ム、43／ ／3、2／／ ノ名四員

2．測地業i務： 〔　よ〃）
〔∠〃〃〕　一　　　　　　　ノ

u）衛星測惣矯・　　　　　　　． フK　彪、部 6一‘ク〃 o　／グ〃” 標津尋算，

計　　　　　　　　　　輌 一 9タんP3 ノクユ2♪ケ
　　　　　S4彫4轟幻匁以

●

～6～



●

ロ　鞭説明および征質内訳（津位　ノト只）　　　　　　　　一

1．気象よ1ケット観測難務塔

q）気象ロケリト観測編（気締⊃（内・斑蔽里．藪劇。ノ9名山蚤）

　　鰍齪欝宙軸襯蜘繍）において・紬織蜥振幅細脈で晒44年鵜朗嘲＝微（4半
　期毎に3伸側蜘ナ州二より満霞6顔ま年俸嫡翻鮪なう言七謝あり／方瀞縣櫛三蘭灘1震該

　勅撒ロ効険醐1楓翻オ編隊磁蒲臨なw勲4撰ノ融蝋鼠・ケッ槻購蹴齢づ聯断あ3・
．43卑皮尋2算 9〃4ζ9／ 　44・年童・要求’・

内訳
　　内ノ潔観測経賞

／断〆、94〃

z34ヲ4

／ノ／4♂9

22、〃4ク

（2）気敦衛星賀糾の釦用業務（気耽庁）

　　鯨爺三瀬）激灘牝館施蜘てより滋繍郵翻した勲飾の麟箪麺儒し・繊現業に糊すr・

　　　　　　　　　4遡裟薪三三　　3殉　　　4嫁度要求　　　　”
　　　　　　　　　　　　標準尋算　　β86　　　　　標津尋算　，　　　2／36

（3）ロクット観測による超高属大気の研究（気象祈％前）ぐ1名増員）

　　幽2蜘莇“幽髄まで姻叡とし鶴顧慮象を纏腕微焔兆し・惣徽および購予鞠回
向坤約すること鵬として晒脅年灘、オゾン翻用購およ傭鯨のフライトタ櫨騨し・妹捌までのオ

ゾン赫と糖飾の翻脳う。齢薮醐肋画慮嵐蹄動賎のためのサヤ轍構の槻弓めろ・

、》ク～
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‘

・●

43算皮尋算 ム43ノ 　　44罪亥要女

胃訳’試験研晃依貰

　　方用暴呉費

　　　滴耗温貰

　　　徹務賞

ノヲ12．ノ！

　3’9

∠．／zクー

6，♂〃

ノ．ヲ2

ハ・・しス受信記録痕置ぎ
振劒’試験蓉置

ロケットオゾンゾンデぐ3ケ）

落下療
豫下気球

3．2え〃

2、3〃”

4‘∂グ
ノ1∠ク∂

3「∠2∂

2　測地業務（海上保安方クK路部）

　u）衛星測此業畜

　　　明うい外国の衛星一（エコーZ．ノ》ジオス．㊨ス）鯛用し本土内に謝られた各微肉の糠慎と離島（父畠．南三島）とで光

　　彦的観測て与真観測）を行ない．離島の測必位置乞決是すう。

43犀．度射「規そ算　　　　〃

　　：諫2軒寡　．　　、杢〃〃

44葬度屡求

　0源準そ算 ／〃〃”．

●

’》8一一」
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　宇宙曜泳科単子術：の新井域ρ早発およが離技術。烏度イヒヒ貢献するところが極め一（夫ミいこ，とに鑑み、盈商産業省と．レては，

肉係繍とめ難継1ナし・のもとヒ、宇宙野離諜の育鵬轍剛．あ・つ岸舖発1蜘淫す3耀、編就纏の基記帳

躰〒のろf究を強力1＝椎：進レマいる。

・工業填術暁全下め試験甜座椒肉ヒおいては．学隔塵宇枝術、岸三浦麗禽塵厳撤稼術，光岸様霜妓術材料枝術等の祈心立董募壱あヒ縫

凱准とこちであ研搬もより一ノヲ各識吻看弗噺畑ソラヤ・レ蜂錦用しマ搬鹸を回し・鴨鰹フザ
エクトに蔽；随：白うヒ参加ず3：こヒどする。

日B禾D4聯撫おいては一己発を循う罐三三繊噺麩縮壷魎碗ヒしマ当敵の肪嶢慰8・

●　
　
萎
3
歯
》

●

　　　　　苛究項目

／宇宙南発蘭連編後術に蘭お祈室

ω宇雷軽1二おけ多光補腱枝術の祈廃

　（2）ソケット歯庫〃）柱’能〃）3万実

　（3）宇留二二nラ由ヲ骨の心室

2　宇辛辛早枝術1＝草する耕究

　（，）　宇宙環境における電早掻辱め嘲窪祈究

　（ユ）嵩信頼，】娃部畠ヒ陶3’る苛腱

　（3）申宙精密本革およ2∫削御b歯す3か年

　（の　学宙環境，＝おける物柱に即すr3翫廃

（ノ）『

試験祈究所’名

様オ歳試験前

電気試験酢

予算喚棄額

　　　　千円3〃．〃〃o

9〃〃千臼
8～ら〆rO・

＼

［ ノ
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3・メエ征星軌齢梱スツ孤シボツトカ×ラ戯作醗
（’）光同系め設まプ

（z疹賄粕面“検餓置の蹴．

　　　　　　　　計

大阪エ堂技術試験前 ク〃〃。千口

　　　　千1：q／2つフ67‘ク〃

’

，

ζ2）

一
＼
，



ら

σ

ノ

工’宇宙南発廣1塵撤オ徹換歯に肉する潮・究　　　　　　　　　　　　　　　　・　激撒試験所

　／　目　　・的

　　　轄鰹枝術は．鍵在認轍術め中で霰縞髄・’離能醗揮するこヒ腰耗れ．蹄それ蝸露次の働各分野三瓶

　　発な奇究が1呉越とセ冬てい各。

　　　。煽魁お1・マも・蘇瀟殊おい献進した騨蕨臓艘素、摩囎梯恢ビ漏す廠徽もζ1＝甲一紙麟

　　液体麟・励ト用躍動離駄卸鹸向1儲ける極眼条件下で＋分感能娩揮レう碑膏血用卸酬の碗麹映曳行な

　　う。

　2　祈　究　内一三

　　σ）宇雷需発におけ多光．学測｝ヒ校術の祈室

　　　．の永1コゲラフイの施珂

　　　　　B召和4・旧劇＝廟始した光嘩勲理の苛究ではボケあ’3いはプレ左ビによる不鮮明像を鮮明にするための回向圏三教フイ

　　　　1レ苑醗し必藪術の鞠化雌取髄た珠・グうフ物ノ屯馳酸マ’『は。の騨像処理撚〒較らに発展さ辻纏

　　　　蘭鯉蜥を幽し・同B寺ヒ木Pゲラフイを用い肝魂瓜実靴をぼ腸幽艶塵面一グうっイ玄恥マ．

　　　　縮にラ口繕デタ’の物らμ甦婦霞継識出．あるいば認め鶴検勲ど〃騰滋雨識討費の雑．

　　　　癖髄行笈ケまた前畷試作レ三音捜諦ゲラム装置に凝超勧検計を含めて木・ゲ弘作砿の検計を備う・

　　　｛口）ロケット塔強用分光＝装置

　　　雪斬究は・ケヅト似三星跨回して噛漏響を蜘痴矯圏9ト1こむいて天体の翻1｝を行節締塵・勅解

　　　　能で特に従来・江向と酬ていた安定な分光蓑竃の肉発を目標どレ天体物理単ヒ宥与せんとするものである。同蜘髄の分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
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　　光叢囲め姿1勢を高慮渡で制御する較術の由発を’行左う．

　　　4轟度は．前歯試鳴した面諭看つアプリ・べP千島計の振動＝対す細図住め解柳と可視お1よび紫つト域物論偽性

　　順の祈究を行なう．ま：たヒ。コゾ効県を用いてフアブリ．〈ρロチ券計の鏡面尚隔家変イヒさせて面長走査を行なう右式を実験疏隔

　　し．5訳なz八3個塵ねマ広い衷長域をカバーする分光装置を陶発する基礎とする。

　　　さらヒ1観測装置め姿黎制御装置とレて超精麿サンフォロアのεデし試作とシミュし一夕による基地輿験を行なう。

（2）　ロケット歯車の’陸能の冴究

　　入工衛星ゑビ卯ケ外回翔ぞぜ冒場合腋体燃料木bンフ．痴画用の副銘・鹸筒ノト骸軽量の歯卑を膿とす3．本祈

　究は歯車材料の選択と同心に最適ま歯形．表面如理左ビの技術と高亟回転蒔の振軌聲唐なピにつ，Yて祈詠ずる．

　　44嬢においては。奴嬢に試イ撫した3・・㍑2一・伽の整磁試験織1卑湿験襯を鋤麟鋼・聖化

鋼、その他の歯車材料玄用いた場合の歯車の設計剰粒勾画鮒鯵前年度よリ継続しマ行なう．攻年番にはロケッt・歯卑の起

　動条伴勧D・豪した3養．〃。。擢例　／“。。ρ5以上の動力循環式歯車試女面め…鼻血を行惣・．畠柱能の大形・ケット用歯車の申

　整1二受なゑ・3。

（3）出訴滅器〃）ラ虚心めろ〒究

　　一／グ碗㌣＋6・・66、真面出ピと大気即座の環姥は．地上ヒおける盛合と大い1撰なる・。の麗条件下で使用され3縮

小で．腱確実に飾鰍面隠煮能獺性をも彫ネ飴動蜘料繭灘竹働．

　　44嬢デは．固体棚剤被痴摩癬吻礎禍齪燗ぺ固鰯増剤潮雛のよ（、金歯料蘇鵬・まπ能

うゆ冒性軸・適合材料の骨格とレて最壷な焼蒜金属馬継粒形右乳率の異なる嘱合について幽縛唱詠雛細め擁結まの

　雁立を竹な【・，〉欠年度あ固イ本璃矯剤充マんラ亥〃）南発の心向とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
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祈　　　　究　　　　項　　　　　目 44年度 46年度 46年度 4ク年度　　48年壌

〉

「

（／）卑宙廟発にみける光掌須ll定較術の祈究

i2）ロケヅ噛牽の’陛能の祈廃　　　　　　　　　・

i3）字働耀の網の襯
6

4　概’第国忌回

虫験前論走望嚢祈究旅費

吉武験認証礎土止，祈晶晶

備畠　費

猶粍畠費

　印刷製本費

　光熱末．料

3ノ．〃〃〃ヂ「『

　　ノ20

2982》∂

ぞ≧3．9〃〃・

」ξ．ノ80

　／〃0

　ク〃〃

走査型電子回数鏡，リアクション未イー’レピ：〔ゾ走査ファゲジベロ、セ4）他

●

ぐ‘♪

o

⊥



●

●

．，・

ら

正　宇宙電撃校術』峡1する・訂室　　　　　　　　 　　　　電気訟三所・　　　　　　　　　　　　　　　・

　／．　目　　　・的

　　　牢宙t荊発に当っては　ロケット的よ・び人エぐエ星の制御」皇跡、．ならびヒ学宙通信馨．電子枝術の果す役劉は極めマ吏甦であって学

　　宙電三校《粁の成果セよ三里校術〃）おヌ’功〃）鍵を握．る・しのrl亀’：あると：取・われてし＼・る。　しク）・：し．1早撃‡支川の高度イ乞に伴；廷っマますま・す～乏の重

　　要きを増しマ来るのである。当げ「におい了は電子技術ヒ庚1する祈屍を従来から総合餉ヒ行なつマ蔚り．その諦究蒜案お・よび謬鹸を

　　麗ピし存罐廠働ろ樫．す勧ち謹黙想環跡における癬野臥スデAの醗踊のイ斜懸琴平串焼環骸

　　摸擬錫ス榔ス・チェンバー礎轍よび二’和二劇秘画籔術・超イ細工鵜の祈願縮吟興におげる・鰯部畠あ荻射線

　　損砺擁隊鰹隅隅計須11嫡褒齢柳鰭の麟・物性噸する祈究穿雛な襯三瓶隊鮪発に1鮒四望に
　　ノ屯え多も4）ゼある。

，2．祈雍’ �＝@　　　 ・・

　θ）穿宙環姥における彊争轍器の砲発馬究

　　ごイ）づマ“に廟発レていち焔ス〈ρ「ス・チェンバL・および真室抜術を応用しで電多摩三等の咤宙環礎獣験惣〒なう．

　　ω）静止4エ星のイ雌制御礎嚢み才耀確甥融どしで特に二）でば．！励’軽塗訴膿の簾圧工・イと蕾痴祈堤・蜘箆

　　　4了煮う。

　　の鵬鰹爾’二鶴間城F勝ては途轍嫉艦融／〆2帥．劇函せ等軸ぞ憐どしてイ躯趣平門
　　　焔幽駄び散勧肱で緬磁。角辮妬働。暫計鰍鹸う’シミ⊥レLンヨソ禰麓ら1莞麩ヒ翠苔室

　　　’硬域において　とくに荷電粒茅の誉勃を究明づ’る。また。恢五E宏に一重点をおいて　真室計側の分野玄全圧計と分圧計の両面か

　　　ら名斤究する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζ6’）
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（2＞二三’牌三三務襯
　（イ）　宇宙電争部畠め高信籟’庄ヒ痴す多碑．究

　　　太陽耽の加肋調査．地上と比回して特に固題のあ徹衡医杭の痂ヒの要因の解柳二雛め｝砂ミュレーク系の改善を

　　字急・に行なう・．

　（ロ〉半導体部畠の望粒．早ξ県照射劾果め名子究

　　　縛体鰯三三磁鋤賭“祈究にっ。ては、贈三階雛レ太陽醗について懸妬なつんまだ．照蜘

　　勅解儲勘轍炉効、麗’二お晦囎嫌の祈鯛の擁幽寸装臨蓄鮒蜘零下讃・4轟劇二四マは

　　6の幽二よる㈱果の醗をイ了し・三論緬締果媚ρ辮戴イ噸つ野洲襯須賢愚ヒを翻・
　　敏甜線のバ，レク動果に制ナ孫吉晶方位依偉性にクいマ祈究幻徳璽う・・

　（，、）固体素早〃う電手線×下下鉗三二〃》名f『堤

　　　戸£τトランゲ鯉の“ノ～露吻πX隷贈椥果1（ク｛・マ展験妬加・．ドレイン竜繍椥欄ぼ舶すべ萱×線工

協四一依三三灯る比観劣レだ琢だ鰍嫉知痢レ墨斑、しで跨下聯弾の醗を渤’つてい各・
　　　44年度においてぱ放胆顛鋤果須11毘’吻腸胃城存’二丁碗骸あ鋸条件の簡略化を肋ウ・照自既習＝つい

　　層湯本蛸鯛妬ない・嫌羨蘇伽の新レ崎卸つ・獅屍劾づ1怪

　の款射護効県箸の三二祈究．

　　　　3∂評よ物勧縦ノ夘ズ岬・搬齢二三叙ブイ1呼一形醒冷三権組給拡禮襯贈靴よっマ作

　　　粥う糊オゾの鯉耀雛励超嘩堵についマ購轍だ・畝醐三田でのイす．騨1　’て鱒
　　解耕を行；なつ老。
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　　　44年忌おいては電子線エ荊レギ～数をκ87嶺域まで拡大レ。の）＼射電尋線によ39姻分皐の電離肋趨糖を

　　祈回する。

（3）宇宙精歴計測および制御に証する祈，究

（イ’）轄燐雛早計測枝術1璃する糖究

　　　琢微弱電嫉瀟盛計刻の祈勢くついては3ク～4ユφ彪において、縫音源甲嫉射終端の整合条イ千魂祝可変雑音

　　源の製作．雑竜温震比較の誤差解析：，基潭イ諺｝源の設計製作を行：まい．低雑音彪三審の研究を行忽つた。

　　　超儒厳堤計測校術の襯ヒ識・て匿新しく老実し一点副搬蝋変調方鑓採用した紐糖屋刻聴翫殼計

　　製作した。

　　　幽威知・ては・ヘリウ西収甲1得バうXトリツ嬬儲の談禦イ乍・灘儲輪二三擁羅輝電激

　　須淀装齪魅配糊バンド・う．撮も利醸の丸い37吟巧〃Z’謝いて混雑醜鑛／砂／・・．越貫％

　　羅三囲譲を劉惣“馨よ列二する∴

　　　超輝三訂煮量計測捜術の祈城二ついては．改二形副搬齢疲ξ周方式による；二二刃線量馴鶴斐置を完放させ．挿〉・損馴定に必

　　鍵麻基旧記衰器め熱二筋二二校正をぐ循い．“～斥記β〃誕囲の癒哀量左±“．∂。8話β／／。6β程度の精裏ゼ馴彪

　　する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　，

　（σ）穿宙甲計測制山系の祈堤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　ロケ・ソト高詠用電早救器〃祈究ヒ，お・いマは。　4．ユ年度に遂6又し左1二乙イヒアナロゲ計算；救・〃）名斤究家する中マ“換算秦宇でついて

　　爾撒竹琢つた．ビ淑は微能飾琳穿宙用とレマ粉ではあ勧蝉宙の壬竸1二耐丸うるもめマ・は蕉い。練故44嫉ヒお

　　いてば縮め癩紅耐痴る・緒慶㍑％以上ρ塔罫高麗鯉工6イ三幅孕匙祈志する・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
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　　　　　トラ・ソキング制御用計庫測点についてば従来のハイっ・リッド計帳の心急を：基とす3勧であ3が臭体的1こば総痩算

　　　　届3夘台ラ畷“アデグb灘北蝉室レ鋤向吉油壷擁立鎚．

　　　乙八）　宇P宙飛翔体：制御ヒ廣1す3祈究

　　　　　縮繍体譲軸働二肉して、三次元勘擁彪族不盤髄デエツ畷鮒微ま・噺的方・瑞よ尉鮎によ3方

　　　　法によつマボめた。

　　　　　44心力・ら三〉航璽動灘醸置を製イ乍レ蝋画制御姿勢虚飾陶（燃油護・1・化）制御方武妹める・

　位）学宙環｝境にお・け3物’1生1二渓1す・る禰＝究

　　　（イ）申宙デうズマ1二画す3祈廃

　　　　D輪7・ラヌ・マシミュレージョソめ3樫にお・いマは．後右回散形フ・ラス々源を特っノト形材ソ層シミ；」レーフ旧作し現

　　　　　岐南可能なつ・うズ野鼠♀舩範囲．温塵狙費の一様性1容麟蝦計中で鵬；　・　　’

　　　　ノ’）噛7・ラ北畑鰍め襯ヒおじいては．フ◎ブ肋材ン矯電気伝離のフ。ラズ調纏協け螺麟イ槻象蜥

　　　　　盗しだ。

　　　　mフ・ラズ．仲の劔鰯嬬励て舗琳イ西出フ・ラズ細論の8媚勘ア殉舶嬬濫ξ酢レ’・’焔中慢の

　　　　　．特’匪を挨無しだ。、　　　　　　　　　　　．　’　　　・

　　　　　44年1蓑1二葛～・い・マは．

　　　　D縮フ・ラ六バユし一ンヨゾ漏π究については．フ％ズ凝ビーム三生叛鶴製作する・

・　の縮ク・ラ熊測舷顯動てクく・てに幽幽雛鞭ぞ搦イわ共蘇針ヒρ（・喋牝の働め多イ搬験を溜

　　　　　す3、物他，濃嘲随感イ越禾1忘する輩鋸農矧起八分忌数須1素魚祈勉る・
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〃1）7・ラズ紳あ旧記ろ徹つ（・ては・フ抑べ・嚇を・1・形づ才ソ屠バーレタ1蝿し四六1二よる低

　　送．墳失，位；相変イヒを測定する。

仰太賜放射のγミ斗レーシヨソ1＝肉す3祈雍

D〒翻光法によ舗弓術扁曲1腱の襯においては．44鞍院叡世肝瀕綱麟翫華鮒就どしマ
　　校勲麟や使用お検蛎1掬レて可裡鋼光エネ1しギ扮布灘の三三放射須帳の髄化自動rの祈究耕放

　　射率。測定法の祈室を行なつ・た。

2，）燭バーレタ痛論射娘霧の諮におい．ては三一λ醸以下滋轍魚臥磁焔姻勅訴産矧

　　定法を嘲葵レた．。・

　　　44年：度においマは

　　D捗批法κよる艇鮒痛鐡1｝廓碗の（、マは1〒渉分繍1鷲三瓶r¢デし夕羅舗（　リェ嫉

　　∫に掃インタ＿フ切ゲ鱗の解弓術遂祈室し分解能や醸の向」凶なかる・

の太齢ミユレタ’_義雛器の祈究につい魚43年凄ヒ麓続養簾励誹蛎ない・鶴鞠を曜綱

　　劉嬬ケース鷹誌面趣ρ繊全体三三せ．三校磁跣雛レて目副ゲけ鮒なう・
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3祈　究き†画

祈　　究　　項　　自 4／年廣 42噸 4・3年度． 44年度 4舌年高 46年旗 4ク牟度 4．8年度

、　　　　　　，

’

一 卜

〈〃）

’



（

、
．
・

｛

D

4概算黎求’額

，該験酢’蔚定重要ろ〒卜究費

備　　畠　　蛍・

　　　　　島礎圧し乙化電練訟作質

　　　　　ス〈P7ヌチエンバ’幽欝塀【アナコン

　　　　　岸宙禮子部品解耕装置，　．　’
　　　　　ハ6ラ×トリ・ゾク増巾器（3！7〈’4、2θ〃z）

　　　　　ロケット塔姦用小声器：試作費

　　　　・三魚沼雁面体運動模：擬・装置

　　　　　千ラ歩分光．須ID定叢覆

　　　　　塗　 の　　他

雑・殺務費
彦戸刷製本費

光　熱　水料

（ノ名♪

94．〃〃〃

タ〃．〃〃。

ラ〉◇）．ス4〃

ぞ29ク・ク

ごま，9ユ〃

　8ク”
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●、

皿人工衛星三道解・軍用ズーバ）一シュミツトカ×うの試作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪エ業技術試験所

／目．白コ　　ま孝焼　ト．　，　　　　・，

　　　制．気象翻衛星1蜘論星三園打止晦承ているが。栖入工衛星め勲壷三一硫めの額融i腱今後益々その腰回

　　増ゴ勧ピ鬼繍3．二のための地上用醸1門下∠しゼ．航測剛力×ラ重改回したものが叙刹用脚マ（・3が当今衛星の天

　　室ヒお・ける戯はあ・劇はやし・めて1等星を厳に窃えるヒは広角の塑童鏡を藤とゑまた暗（席星婦畢多するヒは明るい光

　　縣が，贈物即今勧が下野て、ても旧観下網が拡穀招ゆくもの蜷繍ろが、そ椎’嵯とする舗褒観刻嚇の

　　国産イヒ1キi堤状ぞは行なオ）れマい寿：い，当甘「マいは従．央づ）・ら大型シュミットカxラ製作6η師廃を行なつ一くきておつ．か、なりの叡県を得

　　ているが学校黒鴨かレて、鰯度ベエ雛軌造船翻弄，ハむシバッ切×うの辮の祈舷マ祷うものぞある・

2　祈’廃　内　｝蓉’

σ）’光学系の設討

　　　撚醜下町門下よ飛型稲光学系痘衙勲祝線砂胆ない。恥の面齢煙る・設計の麟朔標

　　は沈のとおり一～協る。

　．（イ）　主，姦i，直経6φρ別．二特効ネ甫正ネ反直径40〃η，　焦．意旗巨儀50～ク8〃1．：有勧ネ尾野直径　20～3〃。

　　（。）〉垣下を訂平なガゲゥ簡素化するためヒ非猟面補正板を組合・bぜた醇正レンズ琶作製する。

　　θ・）緬での繍の錯乱ば視野二野1二お・て搬輝ρ8〃％纏径ユ・～3・ル悩乱ゆ鵡β諜覆せる。とを目標と

　　　する。

　　（二）カメラ収差は視野全t敦にわたり可自となかぎり除去する・

　　（求）鏡面は温理化，二よる箭磨面の変形楚響町．熔融シり刀．またはスーり・・一ノ・・イレツクスガラスを便用する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ∠弐〉

「

∠
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（z）’非球面粗面〃）検査叢置の窃＝究

　　紗ズ睦糠非緬粗面を勧ま勤状態で面の形状を／μの綴で回する。とを繭とレ

　左《目，合わせた絵：査．紫置を痢蓬する．。

3　祈究　計画

ロイド〒ラ芳計を」三ワレ格尋」

祈　　究　】噴　　目 ．44∠年度 45年度 46年度 4ク年度 48年凄

　（1）・光掌系の穀卦

i2）．垂直灘票装離

@（3）顧非球面祈磨装置の試作一　　祈究

@（の衛星トうッキンつ㌧ス
@　　ラ：ムの祈究

@（乙）シャッター同宿、9イミ
@　　ンゲ装置の訴雍．
@｛6）望遠鏡架勧製イ←　　　　　　

〆

ノ

1

（／の

」



●

一4概’ Z．敷鵠

　　訟三所特毘董要祈究旅：費

　　疹氏・三所特定重要祈究．費’・

　　　　　備’島i嶺．
　　　　　　　　　ロイド千ラ歩計
　　　　　　　　　、祈　磨，・」皿・’

　　　　　　　　　そ　　4）　　イ也．

　　　　　消粍易嶺
　　　　　光禦フK絆
　　　　’1雑．μ昏乱．

　　　　　　　　　千円
　　　　　　　2〃〃。
　　　　　　　千四　’
　　　　　36
　　　　　　　ク　　　　’6．964
　　　・千1『∠：／♂｛ク

　　〃20．・ζ∠

　　！’4〃〃

　　’ノ2〃。

‘
●

（彦）」

L－1一
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1・　穿宙闇発計画

　　建同省では、国土泌理院において）沢のとお・り翻心購甦計画屯すすある・

　　／・．離こ島のづ立置決定・1

　　　　脾灘瀦称三つブ・さ3三三11所り砺齢三布篠鞍野山康難県警飾）およぬ拗半舷郷

　　　よゾ灘鵡．△鵡の耀繍喋を楠ら・ま元和紡鍛購ノ彫角網1て三三てし1加鵜碗融

　　　曲虚宿咽磯回継娘三角約いて葡郷噺鱒株泌てる一締一脈顯1
　　　援を行なう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　・

　　又、弓瓜寓知慮

　　　　’人聯郷よ瑚綱駒勧み暑め麟臆る穂（ネ帥晃一農野山　約800ス似）鍛爾飢前聴四さ

　　　つづ’き重心1する。

　　　　慾、よ糊・脚／構とするもので，聯蘭曲麟糊∫緬庚、抑磁行なう・

　　3、・激思。整備

　　　　ノ）づ　マレ記入エ齢二四榎風潮して’下野する勘即下鋤コ／購’タ麟
　　　　　　　　　　　　　　　する．

　　　　ス）Vび衡論　観面1鎌での嘲の謡曲めZ疎曲る錠が1嬬であり’こめ．効備卵購黙鶴す

　　　　　　　　　　　　　　　るが“本弊；度は，γ乙戸妥信廠ノ俗だ購入する。（三三43・　2俗）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（！）　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4



3）三三本体

で（きつづき糀調波教轟生猿留勧薇寮の整備を風る．

ぺま衡星測冨業務の充豪のため’緻班用人エ衡星徽開望蝋委体部ノ雛詔界・44奔風ド作製

する。

一〇

℃

正．予算禽叡 。単イ立キゆ

総　　顧

離島のイ並置決定慣係蚤蟹

瓠長測量’菌係三管

備　　潟　　質

備段内叡’

　　ゴンハ2レータ

　　壇旋回奉体

　　VL戸受信巌

　　雑暴　規．．

詔44概算辱栄嶺

　4乙　06，／

　　3，50ク　　　〔　6点〕

　　ヨρ69　　　　〔又0辺．〕

　34．∠！δo

z4000．

　ク，000

　∠200

　　200

く4ヲ年蕨醜痴そ算）

　　　（μ．763♪

　　　く．　9ク8）

　　　く！く92ヲ）

　　　（∠8b　62）

（2）



・の

肛従来の経緯

　　／）尋　算

笄，’　展 ＿手　玉顔（血糊） 備　　　　　　　　　　　　　考

認知37

@　ヲ9

C硯68ノ）

@　60／

観渕壇盛鏡／、微隆を千葉『県．夜野山1て窟飯’

@　　　●
｣島k高島）位覆決定協局観凱試験観渕

40 2，66ム 種顛陵・鹸／、盤則室を礼擬布k遠霰駕島，協鴇観：馴

、4／ ／o，、夕’68 観剴望遽鏡ノ．勧刻室を塵屋荊気蓬厳’看ケ島回鋤i

42 2．608’ 言動活用望麟ノ、磯支葛位置決定作業

43
　、
S．ク63’

v・　∠L　アニ　受イ壱桟　2塾｛着『，　了∫繍イ年置決定お・よぴへτ美山豊高目【地

4チ 4イ069　　、
観諺お蔭遠鏡（二三）ハコソパレータ，v乙戸妥三三V乙戸妥イ三王，雛葛位置決史

　　　　　　　　　　　　　（　）は科淳装術寿特別研寛促三二整章

　ケ
2）繊人負’

　　躯和44狂衷　f人工衛星係」嫡徹し，痴話ノを置く．‘

（講蹴醸騨脇ステA解孫・耀綱ゲ憎憎一白早戸難　鎖kよ都鞭ノ＼両懸のシステ4
　　　　　　鐸インと蠣な碕家翼加て蹴イ郷学～御呼凋レてレーザ順同病・柵光’高高の般研

　　　　　　究老行参ら。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《3）」：
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　　　　　　　　　　科学衛動よ翻Pケット醗正忌画セっし、て，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東東大学

』軸愚心灘伽夕／物麟ぬ醇2廟啓申廟2沿って馳ケット離計戯構衛闘蝋齪湿てし’る・

1　肖ロケ・ソト閣洋画

　科寸恩上1ず：にぱ，蝦知。ケ、ソ母型レ・壁画割る，4／鞍に1ま溜一哩（第！段例樋轍もつ）の確しょ

　う．実，験左そ了なって所；期’の威禦：：i≧収・め≠乙．

　　粥鞭哨惰3哩（3段雌進三胎っ）廉しよう実験鉱翻一ヌ哩（椴式）による第陽科鵜劉批げ

野足してい勧く）鮮灘1潤る実験停止あ勧，纏の予轍幽しよ匪賊f豊叙おり’2の輪止＝一党2りiご皇旦

〃）打上げは44年蘭二期さオ（る見込みである．

　　4蝉蘭z幽。ケ》棚生縮上に細う地蹴馳よ確しめ試馳そ了ない・まだ批睡雌雄獄凹き回する・

k〈別別1牽引．きっブし、て，第5号断罪醐動上げ破断月「4s哩げケットに縮浦辺瀬射糸錦・

制御（Wの装置禰鯛捲蛎蜘，禦£哩1慧っ貧の盗1舷式飛しよう実動行伝う・

　　2痂もげいてゴμ識』超離睾測鎌泌融却づ。琳よ蹄3号衛動「上糊州一48哩鮪翻’

との瀦は回庫債務貨担行為齢って製イ仁する計画である・

2　　昇学偉ア星研究計画

第’号繕働鍬42幽鬼厳・各綴麟験戯で啄勤の獅聯轡に打上lfラ聯っ細
が請卿縮で43嬢1誕期甥で，さら1練業間勧たあ44年度ヒ延期敏硯込み禍る・

　　第彦補衛郵畑鼠k悌2号衛星は4碑度k鍼あが患ず4（流上鵬舛午以隈な硯聾である・

　　44鞍鱒第瀦御コトタイ繍細旧作し’・綜3号襯ま臨獺断綴っ働鰯撫ある・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（！）
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ん昭和四年度斜学衛星反翻白ケット醗概算撚書（菊総表

　　　　　　　　　　一

諱@　　　・分

前」譲予．算額 要求額
員数 ’金　額 員数 ’金　　額：

庭　　　藪1

掾｢減額
【ロ．ケ・ソト開’離費 2／〃、鑑32

／2認ノ融　　　’

づム客／ク2∠ ！

イ嬬1厳備賢 ／シ件’
¢ノ娩2フク

／／件
ク2／タ6〃 ヲ〃6∠83’ ’

　
一

戸憶測肱ヲト助噴 ／機 3夕冷／L蛭 ノ機 ナ3ζ2〃2
　　　　　、
^ヲ5㌧〃粥

一

覧

燐蓉衛星庸究経費 ／ヲ〃匿6億 ∠外多51／6〃
’／タ、②ナ〃5ら

イ　蒋別設備賞 ク件 ．354免タ8 含井
∠z客／60 2メ3，♂82

ロ．斜蓉衡星嗣撃墜． ユ機 タク署なク 8r／タ．〃〃〃 △・／’5し沓7

・1・　　計，　　　　　’

2，／／3汐2ク 2，6フ誇3／8 5曳8）223／　　’

国庫債務負担行為額
●　　5「3‘ク，0・ク〃

／〃6二Zo〃〃 ♂η〃oo

ド

合』 36郷02ク 6

3：ク62，3／2 イ／／刃23／

ぐ2）



覧

．　●

●
’■

．・・

単色．千円

＿．一　　＿，7一　＿　一　一　，一9｝．　　働　一　　嘲
r．　匿輌●一■一　國7，　　　，一，一一　一　●鱒一　曹99．一　●o　●　　一一．一一　．

，昭　　’和 4← 年　　葭
昭和難三一債要末煩

区．　　　　　　　　　分
昭和叫蘭債歳離顧：め 荊娩要求顧6） 合 計（ハ†の

翼数 削面 金　．顧 瑛数 卑価 金　顧 回数
算》髪

潤@画 塵　顧 回数 単価 金　額

岡bケ、必翻醗費 ／2欧零／5’8 ／2ま2／（査8

イ　猪別設備脅 〃件 ク2∠タ∠∂
／／件

ク2／夕〃

の　智型口ヶ“、ト終回装置附属設備 ／髭2タσ 3－3 ／歪2／2ア0

＠溜型けケヅトキ勝制御釆濫裡装置 ／ 35㌧8」タ。
’．

35∵3タ〃

③岡型ロケ》ト姿…躰1御三ソクアウト装置 ／
’

4旦65」〃
顔

43、β・∂1

彗
曜． 暑

！④哩。ケヅト無縮令制御羅 ‘ζ1箸タタ〃
●
り 6宛タタ〃1

、1

⑤旧動コケ外三論蓮絡蘇擢 5ζ2クが
り ㌶クzぷ；1

軽

　　一、Cレの哩・ケツ麟榊厭門門 タ名スチル 切 クZタ断Ol

！

i
…

｝レ／¢）曜・ケッ催鯛御獄群置 ．ナ282介 91 ナ〃ク∫1…
嚢

…
1』レ（i藁　凹型ロケヅト地上試験設備，　　‘ら

ヲ〃〃〃。 Z～2 3ク〃〃〃 i・

⑨腱ロケヅトτレε試験用魍三蓋 ！ク〃．ク｛ク〃
鴨

／〃4〃〃〃

＠　M型ロケ、ソト繕射回向修正計算装置・ 〆乙〃〃。
”

♂6〃勿

②貿型ロケット高速度ヂーダ受儒碑轍置 ヲタ〃〃。 2々ノ 3，20、ク〃

。混晶働・デズ団ヶ〉蔭． ノ機 」、34／り9、2 ！綴 ♂ヲ4／タ3

大型．ロケヅト
’

／」’ ／3、a／タ3 ／” ／3・象．／ク3

L　一ダSC’
！・ ／5・皇／タ2 ／” β8・タ2

●

で3）



単位＝子円

昭　　和

つ

●
つ　　．

／一

区．

44 年　　蔑

昭和帖年度国王厳聞願（ハ）

　　　ロケ、ソト疹載機忍

　　　地上ニテスト’経費レ’

　　　　飛しょう機龍及配予備試験凝

　　　　地上一燃燦テズト

斜学衛星研究経費亀

イ・特別設備費
　　①斜蓼衛星電友トラッキング装置

　　②　料学衛星デーダアキゾシヨン装置

　　③斜学衡野エ》クアウト叢置

⑦縫聾魏難をヂィ処癬」タ
　　⑤　斜学衛星．窟射司令蓮」絡雪下

　．¢）斜三星光学反掬レ琳ラ・ソ妙ク髪置

ダ㊧雑三星御ニター轍麺レ

　　⑳彬衛聾定物試験羅，

頁教単価　金　額

チ3〃，〃〃ク

。髄 ﾈ蓉衛屋南瑳費

@科学衛星 1個

お
／
ク

一

高30，〃〃〃

／ク脅ク・ラ。

新規．要オ～頼（ラ）

屡教

！働

2件

／個

単緬　金　顧

冶・．’計　（ハ†’β）

　タ只6〃0

3婿ダ〃・

／¢／〃〃〃

2〃2仰〃

タ／疏／6’〃

62好／6〃

　921／5匙〃

／ヲ9，タ／0

　ラ2，〃／〃

　タ∠ク／〃

20Z燧〃

　ヲ∫、〃〃

　タ各〃〃

　ラ」、グ〃0

28タ．o〃

／5ソ〃〃

／

2件

年次
言画

3脂

3へ3

4

ラ～／

タ～2，

ヲ～／

金．額

　匁6ρ〃

ヌ4タ¢〃

／弼〃ク6

2〃£弱ク。

／μ仏3，／6汐

　62脅／ぢ〃

　タ考／密6

　／ヲ・炉．；7／ρ

　ヲ2，〃／〃

　4／ク／6

　之〃ク1翻〃

　ヲ」～〃〃。

暇和4チ嬢国債要求額

1
｝

三教

チ42，〃〃0

3」曳，〃〃。

　　　　　

8ん7〃〃1【

32侮ク〃〃

単価 金　額

／〃67〃〃

224〃〃〃

‘4ζ）
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単位：干Fr

昭　和　　媒　　年　　度　一 昭和粥離債動瀬
、区　　　　　　　　　分

@　　　　　　　　　　●

昭和4鐸葭国債融化額の 勲規要菜額。）・ 合　計（A＋の

．翼数 単価 金　額 舅教 単価 金’額 舅数
年》灸

ｫヒ画 金　　額 員数 単価 ’三顧

　　　　ケ／号糾学衡望予備

@　　　ケ2号　矛樽衡星，

@　　　ナ3考肩営衛屋試作・　’

@　　　胸琴群躯試作

@　　　学穆着単衛星
@　粁牽’衛星国犬型ロケ・ソト｝1．　牌s哩（z号田）l　　lヨー4∫ご（3号用）・、

@　　　壇汁3e
@　ロケ》←誉藪封

nとテスト丁丁
@　　禽よ揃緯徽1予篇試酸　　　　　　　　　　　　，一

@　　　　合　　　　　　　　・計

ノ飼

^機

^ザ

^振

m機

／ク傷ク〃0

R2；7ヲ〃0

R27ラ〃”

I2《9〃。ク

T32〃〃

’／俸．

●

／銘〃〃∂

@一　　二一一

^5甥〃〃

^32〃。

@　覧
?^願タヂ

／機

^‘’

層

！タ傷ノ〃0

@　　　、

刀f〃、〃〃〃

@32ク3〃〃

@．ヲ2Zjヲ〃。

D23〃・ク0

^320〃。

^3ア。ク〃

ﾄ概3・曾

2機

撃
撃
撃
戟
^
”
／
”
’
護
分
2
　
タ

1
・
i

22 早Vぞ。　　㌦　　　　　　　．

N32し6僚ク

Rタタ；4〃〃
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岡ロケツ，ト閣’発計r画関係

／　 ／マー弓ZSC型ロケ・ソト

　》／、池肋艦纏祉醐の粘4S型ば，鞭竈とし畷繊拙し勿箭陣ケット諾勢絹淋靴耐る姿

獅1御耀鮒鮎つか・沸3沸4号耀祉1個吏礫れ訓一妬・型は，初ほ赫2勧よ癖5段に2締体噺

による堆力方向制御（丁レの装跳蒲之，2幻2よって衛星繊度の向上が！訪’ら取ている・ロケッ吻勧乞して1ま，ほ

　ぼ面一タ∫型と同じ・〈，ノ20んプ；程度ノ）衛星を高ざ’〃．クκ〃し4》円軌≧互に入来う能力をもつよ・、うに計画き氷ている、

　／f．ロケ、ソト諸元

　　　　　　　辮一同∫（⊃　　　全長23，8両全重董；43，6アご
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レへ　　　　　　」

　　　　　ロケ外項　目・

牛／　段 補助ブーズタ．
　　　　　
ｵ2　殺 矛・5　段 茅≠’
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@．26／5「

　　　　　　　　よ80　　　　　　舳鴨　　，一　●　噂　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　●　　魎　　o　　　　●　　　　　　　　　　　璽　■　■　働　｝　　　　層
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　　　一一．●　．　　　9陰　・鴫@　〃、チ2罧燭．　噛　　隔。　噂　・●噌　・・繭・　蜂・幡●・　哺一－｝●一●臨讐一一

@　3、2一　　　　’発墨呪力　し
£ご、〃　8
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　　噂@　　2ク、外　　．9＿＿∴＿＿．＿＿．．＿。

C　o馳儘■曜■噛，r■　　　　一馳鴨一●“一一　　一●一即輔，　噛一

@才2段に同じ’安1定または制御え1式 　尾巣．
p一一r響　・　．，．　．璽　　　・顎噛9・、・幽・唖・一　　　蜘　9“帰　　　　　　　　　　一甲．　一　噌曽■

3～鍛暦齢立差．
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J定
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　　　　　　　＊　矛3段ノーズ’ゴーン丙に入う

　　　　　　釈衛星ク遜をふく香．　．．

ロ　誘導制御基準装置∫

　　船ダS型職して醗し歓ゆチーフ・哩姿縫鞍盤簾し魏ので、姿勢基準121まレ外働蜘イ越使翫

ヒ・吟フ・bグラム菌彷うよう計画して・畷．　．　　　　「　』　　　・　．　　　　・
‘6）
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2　臼一3（り型ロケ、ソト

　　た1－430の捌御装置の試験と超高層、観測とを煮ねる3段式巨テ・ソトで．．〃一4：5’ご1≦のちかいは矛4：：段旅形モーgおよび衛

星軟く莫禍るか・．：翻1器ヒ計測融諮ダ’ミーウエイ・トkよって溜一¢∫乙ヒ同重量とするき価で励．

　　月二4εご動岡一3己動蒲し・．う丁レご装量ば，あらかじあ，K／・乙型

　L－45c動よ酒一4sc型の相似実1駿機で，藪／67死全重量雑P

の4：段式bケ・ソトで・あ：る．

　剃底力式は岡一4∫ご型ヒ同じぐ》／霞’尾翼によう空か安定．苑2、

矛3段：2次噴粛一丁レごヒρ一ll靖ll御，茅ダ段ぱサイドジェットによる姿勢制

御ののち、スヒ9ン’安定で老「ち出ず方式で3うる．

誘導制御基牽装置加4s哩と同じであるカぐし初二段階でば，2自由．

度ジャイロ12駒ケフ始グラA叢回付1す鍋艇肺る計画である．

／

工ンミ♪’ン

　　TT乙
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　　　　　　　　　　　　　　　　斜蓉衡・室拓究計画・関係

／第／号科彰衛星

飛し鯛ぱ鍬¢2鞍虎威し43年度’z補（ノぐックーアツプ）同仁幅る．

　　　窺測頂目；電誰層フ・ラズマ

　　　　　　　　　　短ラ皮帯太陽雑i者電演

　　　　　　　　　　隼宙藻

　　　　　　　　ハ也z地磁気姿勢計あよな太瘍セ》サー

　　　　　　　　　　街皇回忌1定　　　　．．・　’．・．、．．　　’　　　　　　　　・．

　　　チしズ・一ク・・ゴマン際1

　　　　　　チしメー列PC肪式げイレング諮勲よrデー備痴式齢門下／86酬紡勧鉱卿龍

　　　制御械＝㌍》宴定　　　．．　　　．・　　　　　　　　　

　　　　　　　　　衝望環礎測定

　　　デしメー9・ゴマンド系・二第／号と1司じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
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　　　寸法，重量㌧　直径ク5《ρ呪の円筒1ヒ「三寸る高ざ〆86観〃）2訂柱，重ざク承訳

　　　制御右回’1　スヒ9滋定

3第3号科三星：S尺AT5（Sρ1畔尺4漁も’・処・如〆」Aε遡・5Pんeγノ6伽e婦己∫4ε／〃この

　　43年劇zフ・ロトクイフ・製伯試験，44年度国庫三三負担行為で艇しkう用製作の計画である．

　　　，糠傾冒汰磁x線轄線ぐックグラうンド，太藤蝶倣三三微蜘・ナ輝複プラズマ沖熊タ←朔

　　　　　　、ネせに地滋気姿勢計．太陽セ》サー・永辮倹出器，衛星猿境測定

　　　テしメイ，ゴマンド果1第1’号とぼ’調じ

　　　　寸法一重量．㌦直径ク♂ご観4）円筒「に回する高±65ら。微（勿8角柱．重さ約タ。次メ

　　　制御方武　；地二三ヒコイ川2よるスヒρL動誹卸ヒスと9ン三三

タ　第ダ号神馨衛星：（二〇尺S月（ご05次1己尺にノμ亡ノ。π5冠ξ／／ノ亡弔ク

　発4ユ手度たフ0ロトクイプ1裂作の計画である，

　　　槻測項百’二学宙X線．よ藻、∂（線、重粒手

　　　　　　他z地磁気婆勢誹太陽センサー，永平線挨出番衝星環魔測定

　　　　チレズータ．ゴマンド系～．第ノ号とほ1調レ

　　　　論義鞄！第3号とほ鰍　…．二　　　　　．　一

ぐ9）

」
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特　　別　　設　　備　　（三三タッ・卜閣登関深）

の

②

③

＠

卜1型ロケ・ソト項≦；射タ髪置’i寸属設備

lrロケヅト整蒲塔およ夙ランチャーは　ジく．焔処理：i装置など勿イrr属設備がまだ不充分であるのでこれを累急に設備すラ痩要がある．

肖型ロケ・ソト婆心制御系擁1装置　　　　 ．　　　　　”　　　　“
オ丁ち」bげ4）寸前までロケット馨勢制御系〃っ動作き遂覆し、また、」穏射デーヲー変更12伴な∂！基1準系〃）設，定変更を4r悔わしある〕蒔

渕補正．地球自責補正なビの装置ま含参。　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　一

白型．ロケヅト客勢制御チエ・シクアピ7卜装置

tコケットの粗み込志前段階およ次翻込み4Σ段階で2〃）姿i勢制御系を今コニックアウトすうも〃である、

1ヨ型ロケ・ソト織司令制御叢置

肖型ロケット訂令制御用撫し一ダしの追諒情報より1予定回しよう1経路からのロケ》ト繍・のずフkき挨回し．ロケヅトを予欠

罷しよう経路に．入職服，）せ上よ・1無謀で周合去行なってエ〉ジンの作重力停止なビを行無しさ欲めの臼動茱置である．

⑤　1「型ロケ、ソト繕射訂令蓮絡君属装置

　　履。ケット打ぢ上弾傷のステジュー♪し蜀毬司る麺で．縫鵜機儲制挑訟蓮篠趣はじあ．プ・グラム1縦って

　スケジュールを遣める自動奉射i装置ま含参。

④　岡型ロケ、ソト動：蒋溢試験i装置’

　　本装置ぽ試駿体（にzケ・ソト頭越，萄：直なビ）を綻1。豪いて．ス巴．煽ぐランス，瑚灘ビ備試験縮全かっ高精度に4諸う

　た：あのも4）である．

の哩自ケッ膣勢制御系試験躯・’ @　　　、　　・　　　一
　　｛審’勢制御シミ＝Zレー…レヨン試，験i装置，’虞性基7≧隼系試・験装置なビま含歩・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ノの

　　　　　～



●

⑧　 ！「・型ロケ、ソト地上二言夢こ駿設備

　　ノズル；祷料試験用、ト型ロヶ、ゾトェ：》ジンテストスタンドに、有毒排気かス氷荒中和処理i装琶皇備え・たもノ）であう，

②　 肖型ロケ、ソト丁’V（ユ試験・用景≦勇†：叢置

　　TV（二試駿用L一μ∫0！ゴケットi2獲しした弄蓼射装置玄菊↑設寸る。

㊧　卜1型ロケ、ソト薬射力’向修正計算装置：

　　尻の影響～針算して旨動的に三三の悔を与える装琶補る．

⑦日型ロケ・ソト傷速亥データー受信装置

　　PC剛2よる蒔艘1多重方式によって量信さ水るデータを受三襟ず多三三である。

●
レ

夕

θノ）
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特　　別　　設　　備　　ぐ科学下塵閉窟関孫）

⑦斜導衛星電表トラッキング装覆

　　愚慮衛劉こ出歯ざ永た遊子機器から霞墨さ飢てくる轍を捕促し，2脅q2よq街星髄導定めため〃）追跡デレクをオ～あるたあ・

の糎禍る，初期2伽ては／36．“儲よ灘〃〃牌卦て←・1ソフ・ラ周徽回忌定踊厳1淀のイ糊斌瞠貌

羅蝦嬉し泳1泣らノ漉繍定ま加味した面輪8械の騨左前多計画である，計画網轍術牌三韓塗榊

　街・星軌道錨ゼンクーヒ雲拷指蓮諮を保ち覧ら進あら訳ている。

②　　茅窒息衛塵デ’一クーアキ翁…ンヨンilま量　　　　　　　　　　　　．　　　　・　　　　　　　　　　’

　　衛無爵1デ・一ク諏得しデータ処取粉幽し幽幽点心一点襟置鰯って’孔メー焔勧受イ回覧信号

復調記蘇置戸動謙遜舗存吻効朔マン曝蘇働よぴ覧データ鯉1蹴薯な葱渠置麓力’ら威って・’為

③　科導衛星づ一エ》クァウト家…置

　　粁鞘塗熱感揃醗賜濡し、て鯛ま初霞面面｝麟見刻耀（ρエ）・テしメー9・太暢電池づマ躍渠置

電飾アンテナ，舐罐翻御三の動働正常三三でし・る2聴をエ、ソクす謙監で拡，　　　．

の　料彰衛星奮励、ちよ6ごデ’一盛忽理由データ伝：送通信連絡i装置

　　糎髄追陶廟データきkSご細雨繍鋼軌ン山陵防レ1確回し’ま必備四三七三綴翻物た

め，纏げ一嫁卸量寒熱理センクニ’肱送レ鰐錬瀦果匂くSご1翻、ひ・勃弦吻羅鰯う・

⑤　斜騎望仁慈訂！令蓮絡装置

　　祥鵜射断物勧以斜ユー）し）・従って謝星け醐し麗嶽駒藪の兇激縮媒物ヒ和景鋤1預

漸撫今回減じ規鰍働糠鎌め凋纏絡蛎う耀福諮麟縮の翻糧源四刻羅勧’4ほカ＼難’
回る徽擁に拠して響趾スケジューフレ早行網藤め硝動701ガ弘硬羅が麺鰍て噂・

‘∠2）
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＠科学衛星光蓉あよびし一ザ・トラ、ソキング漿置

　　料輸星の軌雛跡の精度向上の効の向渤守追蘇置であって，固定型纏三三置のほハ2，地しからレーザ換照粛し，

　灰射瀧自動追尾する臼動追尾光学トラッキング漿置を計画している，－

⑦　斜学衛星テしメーク試験髪置

　　糾鵜星に鰯あテしメ「ク緬でっし・練勲かて三回忌撚験鮪う、乙ヒも諮轍購洗罐鋤！仁鞭

　蛎う．たあの装置で，ユれによって淑得±れたデータ艇理1曜要劇論を得舞ヒともに三物偉頼’ト庄｝回す讃料左求めよ

　う】乙するこもの・ひ論る、

②　科労衛星妥定制御試験装置

　　秘上の衛望蜥劾姿勢咤帥1伽∂Zとば，衛星IZよる顯旧的継行すう上に働て重要であ乱本四はそ久1甥

要郵駅輝の幽廊獄脚よ脚齢鶴動働模三三彷う肋で’初骸1よ地顛ま糊す縫勢鮪系に痴
　する試験装置を計画している．

・b

（！3）
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2．昭和44：年度唐観測亡Z．ケ・ソト概」算要．重三）総；表（参ノ考凌料）

前年蕨亭算額 要 寡～　顧 彪　　藪
区　　　　　　　、ノ分

員数 ●金　，額 員叡 　　噌焉@　額
　－「

揀?謳ﾑ
備　　　　　　　薦

一二般白　ケ・ソト観測猛賓 ，タ窃♂タ7 ク〃タ掬2 2¢」歪’，ク！／
「

イ　基礎二四実験蔵 ／9；z〃28 3件 ／ク6，626 ♂タ：5・タ2

5一ヲ。〃　／機

・観測及びデストロテット費 8機 3572〃タ
／。機

4タ鋲／28 ／・匿？／タ
大　型　　≦卜機　　k一夕胤　ユ”
ｬ　型　　　♂機　　K一！o　　ノ”

i

ハ　・特’別・設　備　．費　　・ ノ件 ／タ，4〃。

@、

3件
圏ん。　曜

・／ヌ266　　　　層i

　　　　　　　　　　L－3円　　　ノ　”

P
…

i
l
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噤@　ノ∠㍉　　≦；　＼r’　仁ゴ　　ケ兇ノ　ト　ノ袴i磨貝聖隆輿

〃
8

5歪／蕗ア 3歪／論～朔
i　　　　s一　。・1梅 ！

｛
k一三！竹　3”

イ　、観測ロケット潅賀 o ♂橡 3∫／ぷ∠タ 3ぷ／先駆 大　型　　ζ機　紅摺μ

雇しよう’縫費 ●

タク95z8 ／8¢格2z
82発7弘　’ …

…
一

イ称よ磁費 3826ゆ 　　‘U3832　’

ユ奪02．7
一

θ

P　　　〒縫しょ’．ラ　蒜呈費 ナタ／タ3 ／／久。／7 ぷ4874

馬

芙　通　経　費 36タノ〃廃 ≠タ4謡3 ノ242ク8
9

国際穿宙観測共同辛業経費
色

o
’2・機’

6／タ／3

r
♂
／
タ
／
3
　
、

大　型　　2機　　・∫一3。。2機

大気球観測経費 242クク ／・誇タ／2： 8ξ〆3・全
デス1・恥2機％2機伽2機肋2機計8機
ﾎ測β∫♂険βな4機β多。Z機陀。i機　計／3機

”エAsp帳，剛勘購計嶽
合　　　　　’計 9♂∠62ク ・　　　o　　　　　　　　　　　　　　騨
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●
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人工衛星の研究開恐て必要な黍i讃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『国債　　／68角　6／zヰ円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　導求頒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♪敷出　　　　ク49，98・・6　・ヂ円
（婆・ボの概辱）

ノ、目　　的’

　　世駄卯碑鮪薬は継婚灘ヒ1ゲてあ・り、靴入工門破野面への灘は非齢醜ましく茨囲署知遮歩には

　はかり知れなし、ものが’ある。

　　こ0世界の動向議じで，わが国⑦ペエ衡夏干鰹もできろ四四期て行なら覚が、趣であろ1

　　電〉皮研究敢（おいて1ま，すで丈r電離層翻町衝屋ちよび’実験薦圃毒衡星の柵劉襖三冠和叔年庫．よリ甦めてし・るが，漸吻

鞠砺そ残磁勅ろべく’劒研究吃一層強力K‡雌すろ託が腰である．よって．稔砂方針によ以エ耀・開

　豪≦老違、あろも〃て、ある。

2、甲州の灘’

　　謄離層観測衡星、よ，せ界の電離層特｝生および㌔亀波雑音の分布櫨期1守苔こヒをミツシヨソとすろものであり，昭和46年度％

　溢冒裸切て詔和43年度1磁の欄乍嫡碓した．

　　髪鹸用憩イ識星は，洞内外の虜淀：雪平0大容量’副壱および航’空械，船：鮪など（力移動通佑に衡づるシステムの粛細看究庵ミ・ソシ

ヨソ冒る初で’劒繊鱒三和4碑藤鎚て広

（！）
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層
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（！，　電離層緩》則衡星

　了、’蓬噛猛脅勧則衝r星の研魔1蔚癸

駄緬．鷺／籠拶露瑠

蓼求二二　重鷺ラζ多鋼

の 概 ．蓼

／．誓求珊由

　　’縮螂勧効孝訥利用引まかるうえ目民謡蜘勧態鰍態，廠雛漏上部の蠣鹿条舛級a噛ド伴う槍∋魏脅

　しくついて。姻分布榔都とが祇めて重要であり‘．二櫨対してば衡星椥煽す賓錨剛痴効鶏ずある。

　　よって譜脚％雑娚該を面面ヒして電面訴細1字纏の研究猴を行なろべく、その経難辱求1銘．

2・経過．（別放ノ参照）

年　　戻 圭　　　　　作．　　　　業’

u召架ロ42弊庚 八　トツプサイドサカンダーい庸界・凋：瑛数）1勲良弓ま掻）4）試コ乍

2、穐子お’よびイオヤノ猛笈一麓子・お・よ～ダイ：才ソ温度．イ；矛ソ積冨分：祥「などの測定譲1貿の

試作

滋召和4ヨ葺庚 人電北面鋤官爵犀の仕巌の4㌍）加よび発注

ユー離層盤面梶の動乍試：験装蜜の整備・　　　　■

聡ロμ4魚島 ／、、電離ジ脅翻｝玄同星6の粥iイ乍お・よび・齢溺ミ：

古・よひ・’

卿コ楯｝岐 2、霰蜘費翻1衛星の煙珂鞠i施設の楚備

甘碗46算喪 ／．腰誰層餌測衛星の裂咋完了

掴

電離三界宇宿了渥の諦元

ノ、　ミツ　ンヨ　ソ

　（∂　聯；屠世界！分・布4）糊δ《

　　　電纏のソ畠綱う鰹（の測定

　　　周蘇数茜襯¢～ン3剛越
　　　プラズ’マ測良（畷腹測定…擁i）

　　　イオン鞭…・

　　　地球’磁湯測定曳鱒計使用り・

　②雑青のせ界分布のう副定

　　　測遂廟二二

　　　25ハマノノz　／0♪”12　2ご∫ノ》”デス　ノち己8∫ツ厚2

2、軌飾元
　の　斜度、〈夕00〃）ノoook依

　し2）’軌準∫可

　6）　イ頃斜角，　ク。。

　μメ）　用期）　　（9∠〆～　）　／06r塗〉

テ，・衛星講渣，形状

　（ノ）・形状1多面体

　②　直径1約ケ5cフ’し

　⑦　重量ノ約90｝くタ

〃、その’1也

　（り　衝渥寿命）ノ5丼

　④　～磯回定云）ス亡。ン安定

Gり湊獅脚1なし．
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別；妓／ 二二層観測高高の製作針画家

函　　 耳蕨
　　　　　　　別　　別

トソプサ冶“が7ソダレ

畷鹿試験・室

っρロトタイフ，

　サグシがAく的半数）

　サナス払（残り）

ブラ．イト舛プ

衛遅壱矧菰’

衛星堵制センター射「営

キ丁　上’施　被

備，

　　∠！ス笄．巌
珍夕．6ク89イ。〃ノ・ノ．23

試2か≒弊．

整

（24り

　　43年庚
偽6クを9や〃R！231　1

　　44…年度．
勿ケ6フ87！o．〃！2！23
　　…

　　45昇裏
勿3ムワ8夕！・〃，2／23

耳）備 @i亀

　　　　働罫）i

トー¥一一LLl

　　∠！6年農
銘ぐ6ク89／o！〆♪2ノλ3
　1　　　　　　　　　　　　」

認糎験i
…
妻

…
o
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；
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騨
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整
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要　　　　　求 の　　　　概 要 ⊥　禍　　　　婁
　　　　　　　　　　　　、{畿の概、辱

底　　　　　　　　分 数，量 備’　　　　毒 、

　　　　　　　　　　　　　　‘覧緒｢和4，年皮国庫債務負濁r繭1叉よそ厳出化分
1

衡三三鍛戦乱’
●

照和〃ヲ三段一羅和厚4耳2隻

、ヅ舟イ1嚇やンダ》（リ匿累眉波教凱定蔽認⊃ ノ式

欠気タ鰭」痴腱装置 ／　！・

電離層諮量鵡則諜覆 ／　カ

土量分祈装遙 ノ　！，

八、ラ尺キーヒごングチユ57一）面1蘇
1〃

テレメーター糸 ！　”

ビーコン送信藪 ！　・’

熱試験モデル

E召和μ4～年良頂庫舗預醤錨の．分

衛痴夢丸心罧 甘三和44耳巌1v「詔和4‘努友

コマンド系 1式
、

テープつレコーダ’ ノ’、

嬰　勢　計 ！　！，

権源≧嶽畏 ノ　’，

｝権　　疸 ／　，『

1　太山権掴 ノ・。

i　肋ンダ暇噸 ノの

テレ×一骨野晒線 ！’ド ．燭「

1衛）望の桶体 1　’，

i嘩の轍モデ1レ ノ

｝

（4）
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ぐ衛賭制鰍曜衛
寓　・　憤：　8ム3・349千円

要束鹸義夙　　6よz88

要 来’ の 概

λ要求理由

　　電齢酬鞭は・締46三三上師婦蘇物ろ凪＝の計郵耐て衛
　星の運用た嶺制寸るをのり地ヒ穐教を整備する’必專ボある。．

　　権制センター三三蜘蛇球三才K盗理釈径電吹回本所kおき衛星の三豊憤転回計導才天

緬腸琴楓
　　総お＝ホ施設｝よ照和47耳虫に亮戌り国産劃乞鮪・艮の逢用管刷に竜欣用すみ予更であゑ

2．　経　　堕

年　　　次． 主　　　　　　う憶．　　　　　　蒙

　晒示243昇庚

E昭秀・44耳表

@　　　∫
縁ｺ和　4タ算反

　電離．層祝測収暗め修制シ入ヲムの：謀計

^同上鰍麟

＼

薗
■

塩 專

‘5）
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⑩

の． 続 ．：燭 專

a　施　　設 の 挽

旦　　　　介 数璽 槍　　　　　　　　　　汚
衡星権灘鰍の網姻

@　　　　　　　　　　　　　イエ艮

〃酬豊テレメトリ

搬弧
こ合「 f二連亀）

↓

（
蜂理群
ｶ庚研添所

壕剖セ汐

i薦豹）

追｛応センタ（票京）

『 三跡看了
k勝づ甫）

追硫角

ﾗ蛤等）

．管刷センター（轟衡却キ）

@コマンド1主まλ壽5　蓑美．置

@テレメータ豪オも赦　；置

@筆嵐環桔叛　置

@管　倒．教　置

@データー処環表置

@　⊃qメー：ション　　う辰　　置

@イギ浦剥三三1舗ど）

M　裡所（電政珊本殆）

@仏星璽用回視依置

@県門’司・毒自門

m偽連呼款憎

梵ｯ管制白州寿憎憎邑
@　　　　（槍制セ》ター）

征勘三三、嬰努お耽齢持醸調べ観測振置旧卿し．

羡ｪ茜泉左粛緬すな施設で颪氏1識畳する。

A》う・ナ、送傭親制御豊劃翻樫，

V》そナゾ1イF囲F及結族＼制柳螢

ﾄ四服儲・制郷蜜．

°ﾂンソ臓’ Rマ》ドコンリーンレ府宅構鼠斜タースコープ

当|お獄軌並モ・ター也

ﾈ粉畷．蔽テーアしゴー久同モ・ター年麟瀬栽Pc瞬続　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教置

сZテナ　鉄弓　栽滅曳

Yの鋪論髄祝し漁聯鶴う轍ぞ鹸蔀細赫．

x艮曲幌叡亘

ｧ慾司毒草

樗茶Z・ダと脇野匙の尚の劃も白白帥次管制セ汐一と子星追1も千切
P旬の避日も説僻｛で・めlj電『語フアクニミ，レ衿ま脚テレタイプ。り伝送弘ス：アム・’

蝟蛛^謂磨こ1膿｝農麟ケ橘内

ノ劣

m　・

m　・

m　”

m　ノ，

m　功

m、　η

^　…司

m　・

m　〃

m　弍

嫉上ザ瑞
i護ケ蜘）

で6）



ツ　環境銭蕨鰍の維埼土用 薯ボ襖門門　クノ，％5　網

6

←

，●

∫k’ の 枇

ノ　要　求　理　・由

　　研先飼痴キリ電雄槽三三恨艮の本榛　こ加（とつ或する械盗柵衣・部品の環塊試験

揃助嫡の各寝試験叛置の縦埼頻判1蝿慰顛腰回樋．

考

昭和42三三巨峰・債粉貝糧行題1くより整

柚した柁該

　　電3皮蕪反琳皇藍備

　　牛型畷境斌膜室、ギータやガー室幽，

　　≠嬬螂皮煮反琳皇新営

　　スへ・一ス今工ンパー整．樽1

　　デーダ・αガー整備

　　衝嶽執験執楚楠

　　榊執険膿楯

‘ク）
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．4レ

L

／

（電舗視測鯉） 耳私’加　々4’算反瓶鱗要求諏総括表

前卑庚
、

科　　　目 箪　　　　み’ 単耳虞・外 43耳友回斥「
﨣w賊嫡’

4録尊衷司鼻旗赫泉笹行！≒
脊　　計

衛　、　考
予算頴 （44邦反、 の数鼠ハ巳介 44耳

U甑Aヒみ
4な邦反’

j瓢ヵヒ・券 計
4円 4円 今円 →→：q

岬 4円 斗1勾

鳳》　電二三完前

8　玖員祇索 斎早麿制施厳 5タ5一 タ9・ケ

●

そ　　の　　池 9．28
、

誹 タ2－W 、　　895’． 898

9　庁　　　　毅 墾星管制施敬 ／ドノgo ／ノ90

そ　　　の　　　他 928’
1

計 928・ ン／90 〃ク。

9　謝験研先’責 電離贋聯測狼星
（国軍498／3の

@／ヲ文∠5’o 498：／36 3〃・クク。 ∠5多》．26ζぐ’
∠8ク2乙ダ ノノク84～00

藻坑三三柁説り維腿用 齢ヲ：28・9ノ『
噛フオ5、68 12，4ケ∠6一

皐4呼ノ3の
誹 ／、多5ダ4／ ク／や68 49β／36 3〃．〃〃。 ∠ゲ〃26μ ∠8£22¢ ／24タタ6よ

ノ5電噺購網験 仮星．管制施畿 ‘ζ弐5噛oo クタ少8｛冥8 86こ多48 5・〆a3¢8
、

乏　　o　　　也 メ3ゐクタ3

計 4う乙ク9ラ 疲・・ クタ舜ア4『 86罰…ヲζご8 8633μ2

（嘩妙8βめ
合　　　　計 ∫一ρレ勇／90 クそ3∫ρ 49£ノヲム タ三”o メ45鴨ク／／2 メタ侮6ん2 2．ノ！8〃タ（ρ
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魯

亀

（2） 参く験・三選L格4紅藻．

客 取　， の 三 巴
ノ

2

要誌～埋由

豊轍雌による飾鵬嗣の軌への齢1動輪限々礫である．こ加紺しての雛購耀の’

賄堤は．描曲発庸議《の建識、（頭垢ノ）　（隠和4ノ等ヲ月5冒）む恵次容申｛橘婁2）　（鶴和μ2

年ノ2苓2D日）に述べられて、＼るさラ1く・鍛か蕪進せ舳よ℃ら殿熟勢ぞあ奄　こ｝に鰍側嵩征星

な研完魚発てニハU二肉す・る国内角蝉左確立すゑ二ど戚きたる吋さ世：）阻鳶時凋への基爽を掻‘祀ずる・し2で

耐尋た肉豊騒近三訂郷」鱗介謁寵ろ鋤て’於暁獄ある。

継しよ賀臓十悪雌蝉魎臨の巣軌た軌鵜二三撫し．蠕樋とし《
姶ヅム配靹獄V肝轍ら徽ミ倣渤ネ鵬騰鮒る（摘考ト3）．棚梅一三時
期に、恥48等末でおる、

紐通むと次計画　　　　，

下表駄z捌ゑ郵亭

年　　　次

略和・μユヰ聚 ・ル　螂写実ミ反射皇整序

2・　ギオス2Ψンアンテ→・斌響く

う・実悪恥醗拡艮の難調査

肥和奴3年．庚 ノ・電茂斌反射室華甲

2デ伏ルア》討の諏研先
3’ ｳ映需順鞘奴最の繍嵐

昭和4願年々 ノ・ミlj液キ麟9試樺研鬼

一v姶．等庚 2　同番制榔糸の研鬼

曜油4タ斗庚 ノ　宍泉用通信狸屋の廟発

∫ 冬　実喚府鵯セ星の邊用僅等佛鍛の登嫡

詔加好耳庚 う　裏衷刑適彪・佃艮の訂上か

‘9）

罫蹴額国渓ノ44’〃〃〃徊
　　　　　　裁　以　　85；〃ρρ　・牛円

要

ノ、褻　　　談

　　　人エ位屋の打上ヴぢよ測乏の利用k肉寸る

　　　醐計画1（ついて

2．悠　　申

　　　昭和4ユ耳ヲ月29可鋤臣湘く『e抽

　　　鯉に1輸諏期計励畝・榊1の大緬1乏

　　　つ、＼て⊥　のズ≦・ヰ㌃
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　　＼、’る博｛演教：晦9畔決をな◎るたのの主めで

　祐外画蟻にぢV、ても寸でに乏の簗要怯かご認～nら

　　流．その実冊盛につ“て二二吠進酬Aしてい

　　るものでわる。
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回黎　　求　理　由，

　　仮匡亘信K現氏イ蜘さ・欺、・ゐ同ラ麟備は主に4酬Z帯同鵡．酬Z驚であるが雄盈

信備勲継七三大畔い利痢しうろ駄獅鵬馳く払射㌃と1まヨ耶か＋博知励て

　＼・る・した状って・二の轍准解次寸ろたみ世界洛国魁ノρ酬Z以上のミ1）二二の刺劇（注日

しすぞK、そみ糠髄雌酬始3・一極動鰍獄（CG補ど）にお㌧唱鱗
　昔三三鋳ミ姻41一つとして版巣さAしマ、・る．

　　こ嚇ラ＋賄衆叡観聯2．回忌1旧記鰍勧く錬迎豚ミ亀P改嗣幡蚤鷹鮒
　る＝と｝劃蛭勇げつ不可欠である．

　　ωし、この縦属）・つ・・勿粧り賄ぱ総で剤．送焔電劾劇事離軽劃鵬畔つ・・

て賊於繭騨徽磯輔ひ間きっ《鵬巌旧記騰洗紘ち．このミ9榊
　の研三三莞を先灯す・ることかぐ屡要ぞある。
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づ又星．餐努制柳禾の研究闘兆 要求釈目贋　タタ〃〃。千円

要 求 ．の 尋

．，人　専三鷹・由

　　三一ぜは・朔下．s肝およ心，販罷り鋼の轍硫ミろ三三特のアン三従恥るこ黙婆

療九て切謎らにア巧ナ1ま・商利得侃の献櫛ビ弘傭く禍のぞ・そ工高三二鞍歯しでま

　り師巨浪ボ要鹸爪て鴨．　　・　　　　　　　　　　　　・　’　・
　　このめ二割ミに対して1ま・耀の翻妄巣の哉曲の・・髄斌大禽陣三瓶奴室の饗欄御筋弐に瞳々

　堪厭ある於畏の騨矯爾の1二1まげス）彪プラ》トアオーム斌べ戴も脚t阿智＝砺式1畝ビン

　方式にくらべ（、アン干曳賊上の糖塗内刷廠択后じく勧，さ札また、、三始制眠う’べにくら（ぐてごゴノト数択ケ憶

　くてす雨雫どの夕くの特似た魂っハ・る。（埆筋・庶）

　　二水ケにつ㌧・でり動柵完、ま．タト国の乏λt‘二止して非彰に星為、ており，そり賄癸ぱ歴た興す奄

　　そこ甕二四鬼に’隅隅樋榔和タ媒表お肺門職の2僻掴で鱗昏うとする物であゑ
　　仁お、繍1こ峰髪怯緻の一部であ急ナ’1エソテーシ三ン即今施敦およ躍’購旅費、一汗鈎スタンド　象轍なら乙

戎に科曇実刑ぞ新岡計画り↓。の亀刺呈する。

　　　　　　　一

12．経適およ深計画
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昭和43年良

ｺ和　4艇年反
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ｺ加　姶年反

姐匡楽努津琶飾余の環論功研鬼

ﾋ型墜下1伊野実穣髄を豊衛

D鉱艮婆秀制椰熟の実験内研先

掴 要
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一広プラΨノトフオーム｝裂は．アン子ナ糸
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ののアク吾工一メ’ �nる一アラ郷7オーAi二は
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